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HSP72発現誘導による非アルコール性脂肪性肝疾患改善効果

研究内容

【背景・目的】【背景・目的】

　脂肪肝のみ、あるいは脂肪肝と内臓脂肪の蓄積を認める患者は内臓脂肪蓄積のみの患者よりも脂肪組織、筋肉、肝臓においてインス

リン抵抗性が強いことが知られている。よって、非アルコール性脂肪性肝疾患 (NAFLD) を治療することでインスリン抵抗性が改善され

る可能性があり、本研究では、温熱微弱電流療法 (HSP72発現誘導) によるNAFLD改善効果について検証した。

 

【研究概要】【研究概要】

HSP72発現によるインスリンシグナル改善効果
HS+MESによるHSP72及び膵島でのインスリン発現上昇

 

HS+MES累積暴露時間と脂肪肝改善度に相関があるため、HSP72発現発現と脂肪肝改善度脂肪肝改善度は関連がある可能性

マイクロアレイ解析により慢性炎症遺伝子発現低下、ミトコンドリア関連遺伝子発現上昇
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アピールポイント

2型糖尿病や脂肪肝治療におけるHS+MESの有効性について、基礎メカニズムから臨床的有効性まで検証。熱ショック応答経路を

メインとした弊講座の研究テーマ (疾患) を深め、新規治療開発に結びつける。
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